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１ 熊商デパート 

２ １年修学旅行 

３ 生徒会執行部役員改選 

「熊商デパートを終えて」 ３年６組店長 伊豫（担当事業所：ダイキ） 
   
 皆様のおかげで第３１回目の熊商デパートをむかえることが 

できました。今回、私は店長を務めさせていただき、７月から約半年

間準備をしてきました。また、ホームセンターダイキ様に協賛してい

ただきました。毎年、熊デパで最も売上を残すということが不安では

ありましたが、クラスやダイキ様のご協力もあり素晴らしい結果とな

りました。ハーバリウムの手作りコーナーを開催するという初の試み

も行いましたが大成功を結びました。来年から社会人として働く上

で、貴重な経験ができて良かったです。  
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熊商ホームページ更新履歴 
 
■新人戦（1/18） 

■研究授業（生物基礎）（1/17） 

■１年生人権教育講演会（1/17） 

■課題研究成果発表会（1/16） 

■検定期間スタート！（1/15） 

■３学期スタート！（1/10） 
 
熊商ホームページを 

    ぜひご覧になってください 
https://sh.higo.ed.jp/kumamoto-ch/ 

「熊商デパートを終えて」              熊商デパート実行委員長（職員） 木庭 
 
 ご協力いただきました企業の皆様、保護者の皆様、先生方、生徒諸君に心より感謝申し上げます。 

今年度は生徒実行委員長を務めた生徒会長の向さんが店長たちを奮い立たせ、日を追うごとに活発な意

見が飛び交う店長会議となりました。引き締まった中にも笑顔が絶えない、生徒主体の熊商デパートへ

また一歩前進することができたと実感しています。また、部活動生の皆さんには、大切な練習時間を準

備等にあててもらいました。皆さんの協力なしには設営・撤収計画は機能しません。顧問の先生方の御

指導にあらためて感謝申し上げます。来年度は新しい元号となって初めての熊商デパートとなります。

国民教育の師父である森信三先生は、「人間は、進歩か退歩かのいずれかであってその中間はない。現

状維持と思うのは、実は退歩している証拠である」と仰っています。熊商生の潜在能力をすべて出し切

り、さらに飛躍する一年になることを楽しみにしております。   

 

 １２月１日（土）２日(日)に「第３１回熊商デパート」を開催しまし

た。今年度の来客数は、昨年より１７９名多い、１２,５４３名に上

り、これもひとえに皆様の御愛顧と御支援によるものと深く感謝してい

ます。日頃学んでいる知識・技術・ビジネスマナーを活かして、販売実

習を行い、生徒たちの実践力を高めることができました。心よりお礼を

申し上げます。今後多くの方々の御意見を頂戴し、よりよい「熊商デ

パート」を開催していきたいと考えております。今後とも御指導・御協

力の程お願い申し上げます。以下に代表者の一言を載せています。 

 「熊商デパート大盛況に終わる」 

１２,５４３名のご来店ありがとうございました。 

「熊商デパートを終えて」           熊商デパート生徒実行委員長（生徒会長） 向  
  
 昨年、第３１回、平成最後の熊商デパートを大盛況のうちに終えることができ、実行委員長として

心からほっとしています。 

１年生にとっては初めての熊商デパート。一生懸命に先輩たちに質問していた姿が初々しく、自分

たちの２年前を思い出しました。２年生は、去年経験したことや過去の資料を基に自分たちで考えて

行動したり、オリジナル商品を製作したりしている姿が印象的でした。３年生は、今までの経験と３

年間培った知識をフルに活用し、最後の熊商デパートを最高のものにしようと頑張っていました。 

それぞれのクラスが店長を中心にまとまり、学年全体が、そして最後には熊商生全員がまとまった

からこそ、熊商デパートを大成功させることができたのだと思います。熊商デパートは、店長や部長

が頑張っただけでは絶対に成功させることはできません。クラスを引っ張った店長や部長の頑張りは

もちろんとても素晴らしいものでしたが、やはり店長や部長に協力し、力を合わせたクラスの人達の

力があったからこそ成功できたのは確かです。実行委員長として、色々なクラスの取り組みを準備段

階から見る中で、相手を尊重し協力する大切さ、仲間を信用し仕事を任せる大切さを身に染みて感じ

ました。 

私たちは今回の熊商デパートで一回りも二回りも成長できたと思います。今回学んだことを一人一

人がこれからの生活に活かして行きたいと思います。そして、伝統ある熊商デパートが更に発展する

ことを願っています。 
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  平成３１年度１月より熊商ＨＰをリニューアルしました‼ 
 特にスマートフォン用サイトが大きく改善されました。パソコンでご覧になる場合は、インターネットの「ツール」から「互換表示設定」 

 を選択→「互換表示に追加したＷｅｂサイト」に＜higo.ed.jp>があれば選択し、削除してください。 

生徒会執行部役員任命式 

１年生 修学旅行 

                      情報処理科 江口   
 

 この４日間で学んだことは、集団行動や話を聞くこと、ルールを

守ること、時間を見て行動することです。集団で行動するというこ

とは一人一人に責任があると感じました。ついルールを守れなかっ

た時もあり、自分自身まだまだ考えが甘かったと思いました。しか

し、その反省を活かし、時計を何度も見て行動できるようになりま

した。そして、この４日間を楽しく過ごせたのは、先生方やＪＴＢ

の方々のおかげだと思います。本当にありがとうございました。こ

の感謝を忘れず、学校生活を過ごしていきます。 

Ｈ３０.１２.１１～１４ 
 
  商業科・情報処理科 → 東京へ  
  会計科・国際経済科 → 台湾へ 

 高校生活の大きなイベントの一つでもある修学旅行へ

行ってきました。日程は国内班・海外班ともに３泊４

日。国内班は、東京都内観光・研修、ディズニーランド

等へ行き、海外班は樹人管理専門学校との学校交流、台

湾観光、マーケティングリサーチ活動等を行いました。

以下に、各班の代表者から感想を書いてもらいました。 

                    国際経済科 富永 
 

 修学旅行で学んだことは、自分から何かを伝えようとして実

行しないとダメだと思いました。ドリームモールのお昼の時に

日本語も英語も話せない店員さんがいたのですが、ジェス

チャーをまじえて話すことで伝わることがあったので、自分か

ら何かを伝えることは大切だと思いました。 

 また、日本と台湾の違いにも驚きました。トイレでトイレッ

トペーパーがないところや、ペーパーの点線の間隔が日本より

も短いなど驚きの連続でした。他にも、鉄道に乗る時も１個２

０元のチップのようなものを買い、日本円に換算すると約８０

円になり安いと感じました。日本と台湾は、違うところはある

けれど、それぞれに良さがあり、とても新鮮で思い出に残る修

学旅行になりました。 

 生徒会執行部役員任命式が平成３１年１月８日（火）に行われました。まず、旧生徒

会長の向（３年）さんが旧役員の紹介を行い、１年間を振り返っての思いを語ってくれました。

その後、新役員より旧役員へ花束贈呈が行われました。そして、新生徒会長の中村（２年）君

が新役員の紹介を行い、今後の抱負を語りました。その後、校長先生から新三役の任命状

交付が、生徒会長の中村君、副会長の眞鍋さん、庶務会計委員長の野田さんに渡されまし

た。 

 任命式後に旧生徒会長の向さんにインタビューを行いました。その中で、全校生徒が「楽し

い。熊商が楽しい！」と言ってもらえるように、さらには、「一度っ切りの青春を是非、楽しんで

欲しい。」という思いで、新しいことに果敢に取り組み、今までにない熊商を作り上げるために

頑張ってきたとのことでした。 

 ５月に行われた体育大会では、美術部とのコラボで初めて団幕を作ったり、技巧走のファ

ニーな衣装を手芸部に依頼したり、電光掲示板では写真部の見事な動画を披露してくれまし

た。その後も、文化発表会、熊商デパート等でも全校生徒の力を借りて、成功に導いてくれま

した。最後に、向さんが「皆さんに感謝の気持ちでいっぱいです。」と笑顔で語ってくれました。 


